
日本私立大学団体連合会・日本私立短期大学協会主催シンポジウム

東日本大震災を超えて

大学のなすべきこと、できること

一教育の復興なくして地域の復興と国の再生なし一

◆ 日 時:平 成23年8月2日(火)13時 ～17時

◆ 会 場:東 北学院大学(土 樋キャンパス)押 川記念ホール

【協賛:仙 台学長会議 後援:0河 北新報社 】
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日本私立大学団体連合会・日本私立短期大学協会主催シンポジウム

東日本大震災を超えて:大 学のなすべきこと、できること
一教育の復興なくして地域の復興と国の再生なし一

日 時 平 成23年8月2日(火)13時 ～17時
つち とい

会 場 東北学院大学(土 樋キャンパス)押 川記念ホール

〔プログラム〕予定

13:00～13:05(5)開 会 あいさつ

大 沼 淳(日 本私立大学団体連合会副会長、日本私立大学協会会長、

文化学園大学理事長・学長)

13:05～13:20(15)来 賓 あい さつ

鈴 木 寛 様(文 部科学副大臣)

村 井 嘉 浩 様(宮 城県知事)

13:20～13:40(20)基 調講演

清家 篤(日 本私立大学団体連合会会長、社団法人日本私立大学連盟会長、

慶慮義塾塾長)

13:40～14:10(30)特 別講演

特別 講演Ir震 災地 か らの発信:先 人の英知 ・知恵 を受 け継 ぐ人材育成のために」

星 宮 望 氏(東 北学院大学学長、仙台学長会議代表)

特別講演IIr宮 城 県の被 災の現状 と課題」

渡 辺 静 吉 氏(宮 城県商工会議所連合会副会長、

株式会社仙台ビルディング代表取締役社長)

14:10～14:30(20)休 憩

14:30～15:50(80)パ ネルディスカッション

コーディネータ:白 井 克 彦 氏(早 稲田大学学事顧問、放送大学学園理事長)

パ ネリスト:坂 田 隆 氏(石 巻専修大学学長)

沢 田 康 次 氏(東 北工業大学学長)

(上記講演者を含む)

15:50～16:05(15)事 例 発表 「被災学生の支援と学生ボランティア活動の輪」

橋 谷 田恵子 氏(桜 の聖母短期大学教学部)

16:05～16:50(45)フ ロアー との意見交換

16:50～16:55(5)決 意表明

納 谷 廣 美(日 本私立大学団体連合会副会長、明治大学学長)

16:55～17:00(5)閉 会あ いさつ

佐 藤 弘 毅(日 本私立短期大学協会会長、目白大学短期大学部学長)
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日本私立大学団体連合会 ・日本私立短期大学協会主催シンポジウム講演要旨

2011年8月2日 、於東北学院大学(土 樋キャンパス)押 川記念ホール

「東 日本大震災を超えて 二大学のなすべきこと、できること」

清家篤(慶 磨義塾大学)

〔1〕 震災 を うけて

(1)心 塞がれ る震災の実態

(2)急 がれ る復 興 とその先の発展

(3)大 学の役割 の大 き さを思 う

〔田 まず大 学の な しうる こと

(1)被 災 した学 生への支援

(2)被 災 した大学への支援

〔皿〕復 興 に向けて

(1)実 学 、公 智 、徳心

(2)科 学 の力 を借 りる

(3)強 味 をいかす復興計画

〔IV〕正 しい判 断を

(1)ト レー ドオ フの中での選択

(2)思 い切 った公費支 出 とそ のための財源 確保

〔V〕 連帯

(1)怜 倒 な頭脳 と温か な心

(2)ボ ランテ ィア活動

〔VI〕シ ンポジ ウムへ の期待

(1)今 必 要 な もの

(2)大 学 の役 割

(3)復 興 を超 えて
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日本私立大学団体連合会・日本私立短期大学協会主催シンポジウム
「東 日本大震 災を超 えて:大 学 のなすべきこと、できること」

震災地からの発信:

先人の英知・知恵を受け継ぐ人材育成のために

星宮 望(東北学院大学学長・仙台学長会議代表)

平成23年8月2日

1

震災地の歴史的特長

1.世 界3大 漁 場 ・三 陸沖

暖流(黒 潮)と 寒 流(親 潮)

2.世 界 最 大都 市 ・江 戸 を支 えた

宮城 県産 の本 石 米(ホ ンゴクマイ)

3.世 界 のエレクトロニクスの 先進 地 ・仙 台

2
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1.世 界3大 漁 場 ・三陸 沖

暖流(黒 潮)と 寒流(親 潮)

・小学校 の教科書

・その恵みを生かした近海漁業

・さんま、かつお、牡蠣 、わかめetc

(日本一の実績)

一一 〉先人の英知 ・知恵を受け継ぐ人材

3

2.世 界最大都市 ・江戸 を支えた

宮城県産の本石米(ホ ンゴクマイ)

江戸時代の後半、世界で最大の都市であった100万 人都

市 ・江戸の食生活を支えたのは「本石米」とよばれた仙台圏
からの米でした。江戸の市中で流通した米の実に1/3を 占

めていたといわれます。これには、仙台藩で計画的に水利事

業をすすめて米の生産の努力をしたことも大きな理由ですが、

それだけではありませんでした。北上川の大規模な改修工

事、東名運河や貞山堀の掘削と改修など、海運事業のため

の計画的な取り組みがありました。これらの努力が結集して、

仙台藩や南部藩の米が主として石巻に集められ、千石船に

よって太平洋の沿岸の東回り航路を経由して、利根川河ロ

の銚子を経て、隅田川東岸の深川の米蔵群へ運ばれました。
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3.世 界 のエレクトロニクスの先進地
・仙台(東 北大学電気系)

①TVア ンテナ(八 木 ・宇 田アンテナ)

②マグネトロン(レーダー用/電 子レンジ

/岡 部金治郎先生)

③磁気録音(永 井健三先生

/東 北学院大学工学部長)

垂直磁気記録(岩 崎俊 一先生)

④ 光通信 の三要素(西 澤潤一先生)

半導体 レーザ/光 ファイバー/ホ トダイオード

5

これ らの歴史的な業績 ・実績を受け継

ぎ発展させるためには?

〈不可欠なもの〉

人材の育成!!
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日本の資源は？

天然資源がない

「人材 育成」のみが世界 と戦う「カギ」

日本国の戦略性のなさ！

8

7

図表1学 生一人当たりの公財政支出教育費(高 等教育)

(出典)文 部科 学省「教 育指探 の国

際 比較」〔2009(平成21)年

版〕等をもとに作成。

(備 考》「目本{私 立)」、「日本(国

立)』及び「日本(全 体)」は、

「2008(平成20〕 年度文部科

学 省 一般 会計 予 算」及 び
「2008(平成2① 年度学校蕃

本 調査」をもとに算出s
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東北地区での高等教育への進学率

・これ までも、全 国的に低水準

・大震災を受けて これか らは???

9

ヨー ロッパ の 例

・ ス ウェー デ ン

・ ドイツ

・ フィンランド な ど

原則的に国費負担

(能力ある人材は無料で学べる)

10
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大震災を受けて

今こそ、年限を限って(例 えば、10年 間)で も

大震災を受けた地域の若者の能 力を生かすた
めには、「特 区」を設定して

高等教育を「原則的に国費負担」とせよ1

(能力ある人材は無料で学べる)

11

平成23年5月12日

東日本大震災復興構想会議委員

宮城県知事 村井嘉浩殿
仙台学長会議代表 星 宮 望

「東 日本大震災復興構想会議」における審議に反映してくださるようお願

いいたします。

仙台学長会議からの提言

提言の主旨:復 興会議・復興機構の中に教育部門を設置し、被災地の
教育の総合的復興計画を立案する。
・(中 略)

本学長会議は、「単なる復興ではなく、未来に向けた創造的復 旧を目指
す」という復興会議の主旨に照らし思料すれば、教育の復興なくして地

域の復興はありえず、災害特区に教育特区を同時に考えることが必要
であると考える。

12
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宮城県の被災の現状と課題

宮城県商工会議所連合会

副会長 渡辺 静吉

1地 震の概況

10

00

0

④

OO

⑥

発 生 日時

震 央 地 名

震源の深 さ

規 模

最 大 震 度

津 波

平 成23年3月11日(金)14時46分 頃

三 陸 沖(北 緯38.0度 、東 経143.9度 、 牡 鹿 半 島 の 東約130km)

約24km

マ グ ニ チ ュー ド9。0

震 度7(栗 原 市)

7.7m(石 巻 市 鮎 川)7.2m(仙 台 港)

※最 大 で 内 陸5kmま で 津 波 が 到 達 、 県 土 約4.5%の327k㎡ が浸 水

※ 女 川 町発 表 に よ る 、 女 川 町 を襲 った 津 波 の 高 さ は 、14.8m。 た だ し、

最高到達地点は標高20m程 度。

2被 害 の 状 況 等(7月13日 現在)

OO

OO

0

④

人的被害(継 続調査 中)

死者9,217人

重傷385人

住家 ・被住家被 害(継 続 調査 中)

全壊67,533棟
一部破損93

,979棟

床 下浸水9,836棟

避難 の状況(ピ ーク時)

避難所数

避難者数320,885人

ライ フライ ン関係被害(ピ ーク時)

電 気

水 道

ガ ス

下水道

⑤ その他の主な被害

(土木施設)

道路施設

河川施設

港湾施設

空港施設

(農林水産施設)

漁港施設

漁船関係

農地関係

行方不 明者2,803人

軽症3,342人

半壊

床上浸水

非住家被害

1,183施 設(35市 町 村)

停電戸 数1,545,494戸

給水支 障35市 町村

供給支 障13市 町

処理場被災22ヵ 所

規 制106路 線 、落橋12箇 所

県 内125河 川(508箇 所)被 災

護岸崩壊 、エ プロン沈 下、コ

ンテナ流出な ど

滑走路の使用不可

空港 ビル は中2階 部 分迄水没

142漁 港 のすべてが被災

約90%に 当た る1万2千 隻 が

流失 ・陸揚げ等の被害

耕地面積 の1割 弱約1万3千

ヘ クタールが浸水

55,015棟

6,846棟

17,966棟

【復 旧状況】

電 気:被 災区域 を除き復 旧済

水 道:11市 町で給水支障あ り

ガ ス:被 災区域 を除き復 旧済

下水道:簡 易処理 中(25年 度迄 に復 旧)

道路等:道 路復 旧は3ヵ 年、まちづくり関

連は概ね5ヵ 年 内で原則完了。

河川は概ね2力 年、浸水区域5力

年程度

鉄 道:4月29日 東北新幹線の全線で運

行再開、在来線各線も一部を除き

再開

港 湾:4月1日 仙台塩釜、石巻港へ一般

貨物船が入港。仙台塩釜、石巻、

松島、気仙沼港は、24年 度内に

完全復 旧

空 港:3月29日 滑走路が利用 可能。

7月25日 、国内定期便全線復活、

アクセス鉄道全線復 旧は9月 末
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平成23年8月

東 日本大震災における石巻専修大学の活動について

(1)施 設提供の事業

①震災時における施設提供

・避難所

使用用途:一 般住民及び本学学生の避難場所(最 大約1、200人)

期間:3月ll日 ～4月28日

施設:4号 館、本館2階

・ヘリポー ト

使用用途:災 害時の救助 ・救護活動、緊急物資の輸送等にヘリポー ト

期間:3月11日 ～

施設:多 目的グラン ド

・石巻市社会福祉協議会、災害ボランティアセ ンター、復興支援協議会

使用用途:本 部、物資保管倉庫、ボランティア宿営地、駐車場

期間:3月15日 ～未定

施設:5号 館1階 、雨天体育場、全天候型陸上競技場、第1・2学 生駐車場

・日本赤十字社救護所

使用用途:石 巻 日赤病院での受入れが困難な患者等の搬送先

期間:3月15日 ～4月11日

施設 二体育館(体 育室1・2)

・自衛隊の宿営地

使用用途:自 衛隊の宿営地、通信基地

期間:3月15日 ～5月10日

施設:多 目的グラン ド

・石巻赤十字看護専門学校

使用用途:授 業教室他として

期間:平 成23年4月ll日 ～平成24年3月31日

施設:2号 館2階

3階(3教 室、準備室)

・宮城県合同庁舎 ・東部地方振興事務所、他

使用用途 二石巻市に所在する県の地方機関の事務室

期間:平 成23年4月7日 ～9月30日

施設:体 育館(ア リーナ、体育室3)、 駐車場

13

石巻専修大学



平成23年8月 石巻専修大学

・NTT非 常用衛星電話所

使用用途:避 難者の通信手段として

期間:平 成23年3月17日 ～5月20日

施設:本 館中庭前

②災害時直後の石巻専修大学教職員 ・学生による救助支援活動の状況

石巻専修大学 避難者誘導(約60名)

住吉小学校での救助活動(約10～15名)

住吉中学校(2名 ×3/ll～4/28)

石巻高校(1名)

石巻専修大学4号 館(1名 ×3/ll～4/28)・ 読み聞かせ(3名)

個人申請によるボランティアセンター登録(調 査中)他

③避難所への炊き出 し・イベント等への協力

・3/19吉 野家による炊き出し、大学中庭の施設提供 ・設営 ・広報等協力

・3/30そ ば居酒屋 「北前そば高田屋」による炊き出し、学生食堂の施設提供 ・設営 ・広報等協力

・4/3居 酒屋 「一家(い ちや)」 による炊き出し、学生食堂の施設提供 ・設営 ・広報等協力

・4/12青 森県のNPO法 人 「菜の花 トラス トin横 浜町」による炊き出しとプチコンサー ト、学生食堂の施設提供 ・設営 ・

広報等協力

・4/18KINA&KALANI(キ ナ ・アンド・カラニ)コ ンサー ト、森口記念館の施設提供 ・設営 ・広報等協力

・4/21落 語家の三遊亭京楽さんの独演会、森 口記念館の施設提供 ・設営 ・広報等協力

④復旧 ・復興に関連 した施設提供

・5/29宮 城からの報告製作委員会による 「発足会」、授業教室の施設提供

・6/5宮 城県サッカー協会による 「サッカースクール」、グランドの施設提供

・6/18石 巻市による 「石巻市合同慰霊祭」、本学駐車場の施設提供

・7/17宮 城県震災復興 ・企画部による 「宮城県震災復興計画県民説明会」、5号 館の施設提供 ・準備等

・7/23、24TBC東 北放送との協力によるrTBC夏 祭 り2011絆 みやぎ"SmileAgain!"』 、大学敷地の施設提供、地域社

会への復興 ・復旧に貢献として出展協力

・7/26NGOピ ースボー トによる 『乙武洋匡氏の特別授業』、森口記念館の施設提供 ・準備等

・7/28石巻市出身のクラリネット奏者宮城幸奈さんによるrク ラシック室内楽コンサー ト』、5号 館学生ホールの施設提

供 ・準備等

・8/13、14宮 城県石巻西高等学校 「宮城県吹奏楽連盟加盟の被災団体支援 企画」、森口記念館の施設提供 ・準備等

・8/20、21専 修大学卒業生 「石巻発 東北復興応援プロジェクト」、森口記念館 ・授業教室他の施設提供 ・準備等

・9/ll仙 台フィルハーモニー管弦楽団特別演奏会 によるrマ イタウンコンサー トin石 巻』、5号 館学生ホールの施設提

供 ・準備等
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平成23年8月 石巻専修大学

・関連団体からの要望に応じ、施設提供の協力体制を構築

(2)共 創研究センターの事業

大学と地域自治体や企業とが"共 に創る"を キーワー ドに緊密に連携し、研究プロジェクトを企画するとともに推進し

て石巻地域を活力ある街にすることを目指す。

・専修大学社会関係資本研究センターの 「復旧・復興 ・再生への"絆 と連携"」開催への調査協力

・地域安全学会の 「東日本大震災に関わる防災視察調査」への調査協力

①研究プロジェクト(石巻市との連携による主な事業)

・石巻専修大学 ・東日本大震災デジタルアーカイブ制作のための調査研究:研 究助成額40万 円

・牡鹿半島に生息するニホンジカの北上ルートの解明:研 究助成額90万 円

・石巻地域における東日本大震災後の教育および教育支援に関する調査研究:研 究助成額100万 円

・換金作物による農地の塩害および重金属汚染の除去ならびに農家の収入確保に関する研究:研 究助成額40万 円

・東日本大震災の被災地石巻圏における復興初期のボランティア ・ツーリズムの円滑な実施のための条件の研究1研 究

助成額40万 円

・東日本大震災の津波による自動車災害の発生状況調査:研 究助成額120万 円

・石巻ボランティア情報センターの設立 ・運営による石巻市復興支援の実証的研究:研 究助成額125万 円

・生活活動展を基軸とした健康介入プログラムが石巻市高齢者の健康管理度と自己効力感に与える影響:研 究助成額62

万円

・有用海産微細藻類の大量培養に関する応用研究:研 究助成額100万 円

・エンジョイ ・スーパーサイエンス

②サテライ トキャンパス企画(石 巻市との連携による主な事業)

・復興活動の関係者の状況報告と意見交換とを目的とした"共 生プラザ'の 開催

(3)大 学開放センターの事業

・6/iono法 人テレコム協議会から整備済中古 ノー トパソコン30台 の寄贈をうけ被災学生などに貸与。

・6/24大 崎 ものづくりネットワーク協議会への参加(復 興支援等の情報提供)

・7/19石 巻専修大学とアメリカ大使館との共催によ り、地域住民 ・ボランティア ・学生 ・教職員 を対象に講演会 「災害

復興における地域コミュニティの役割:ダ ニエル ・アル ドリッチ氏 パデュー大学(米 国イ ンディアナ州)政 治学部

准教授」を開催:参 加者150人

・宮城県教育庁の受託事業の一環 として、みやぎ県民大学 「石巻専修大学開放講座`復 興の道標"」 を開催 し、石巻圏域

で数少ない生涯学習の場を提供、9/22～10/27(6回)木 曜夜7時 ～8時30分 、参加者の募集を開始。

・サンファン館を会場に、宇宙航空研究開発機構、(財)日 本科学技術振興財団 ・科学技術館、鉄道博物館、専修大学や

東北大学等の協力のもと、 「青少年のための科学の祭典石巻大会 『み らいへの道標』」を開催 し、子 どもたちの学習意
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平成23年8月 石巻専修大学

欲の向上、今年度は防災教育 ・ボランティア教育への動機づけとなる学習の場としても提供

・BHNテレコム支援協議会の 「石巻市から被災地における情報インフラの整備」への協力

(4)経 営学部 「地域活性化研究会」の事業

・経営学部 「地域活性化研究会」(構成員は経営学部教員)は この地域の震災からの復旧・復興に貢献することを目的と

して、実態調査、関係機関などへの提言、問題解決のためのプロジェクトの検討を始めた。

・東日本大震災の被災地石巻圏における復興初期の観光の可能性:復 興初期の段階においても観光業が果たせる役割を

研究。

・産学連携による水産復興ソリューションの開発:水産加工食品のOEM生 産に向けたマッチングや復興ブランドの開発、

販路開拓支援など、石巻地域の水産加工会社と連携しながら具体的な産業復興策について研究支援。

・まちづくり懇話会:情 報や知識を相互に共有 ・学習し、それらを石巻地域の 「まちづくり」に実践したり、あるいは

各方面に情報発信したりする場。テーマを生活と観光のまちづくりを柱に、歴史 ・文化 ・食 ・物産 ・産業 ・コミュニ

ティなど 「まちづくり」に関する問題を幅広く取り上げる。

・東日本大震災からの復旧・復興に貢献できることを願って地域住民からの意見あるいは要望を募集している

(5)東 日本大震災に係る修学支援,

・震災による公共交通機関(JR仙 石線)の 不通対策として通学支援バスの運行(修 学が困難となった本学学生を対象):

乗車人数20、000名 以上

・震災により修学が困難となった本学学生、高等教育への進学を望む受験生を対象にした2年 間の学費減免の特別措置

を講じる:平 成23年 度は約480人 以上を対象

・震災により修学が困難となった高等教育への進学を望む受験生を対象にした4年 間の学費減免の特別措置を講じる入

試制度(ス カラシップ入試)を 導入

・震災から1か 月が経過した事に伴い、被災した地域を含め東北6県 の会員保護者を対象に、石巻圏域の状況 ・大学の

状況について説明。(平成23年 度石巻専修大学育友会 「臨時支部懇談会」)

(6)地 域課題解決に向けた研究活動

①IS奨 学研究員(石 巻信用金庫からの若手研究者向け研究助成)

・ヒラメ無眼側体色異常の発現機序解明および同防除法の検討:研 究助成額15万 円

・細胞性粘菌DictyosteliumdiscoideumのRNA結 合性タンパク質DlaAの 分子遺伝学的解析:研 究助成額35万 円

・3Dプリンタ活用による石巻市沿岸部の復元立体模型の製作に関する研究:研 究助成額50万 円

②IK地 域研究員(石 巻地域高等教育事業団からの研究助成)

・仮設住宅に居住する買い物弱者に対する地域商店街 ・地域事業者のサービス創出に関する研究:研 究助成額50万 円

・石巻地区被災体験アーカイブ化と復興まちづくりに関する研究 二研究助成額50万 円
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平成23年8月 石巻専修大学

復興共生プロジェク トについて

・石巻専修大学では3/30に 坂田学長の下 「復興共生プロジェク ト」を立ち上げ、従来か ら本学が取組んでいる事業(教 育 ・

研究 ・地域貢献活動等)、 震災直後か らの事業、復興 ・復旧にかかわる事業、防災 ・減災にかかわる事業など 「復興共生

プロジェク ト」 として取 りまとめている。今後、被災地にある大学が中長期的に取組むべき事業を展開し、復興 ・復旧

の状況に応 じ発展させる。

・本学 として震災復興に関わる事業 ・取組み、震災直後からの対応、学外か らの協力要請等を踏 まえ、図の概略のとおり、

中長期的に発展 していく復興共生プロジェク トを計画しています。現在、学長、共倉研 究セ ンター長、大学開放セ ンタ

ー長の間で検討 ・調整を行 っています

・社会知性 の開発を理念(学 校法人専修大学21世 紀ビジョン)と し、地域及び国際社会の発展へ寄与することを目的とし

ている。石巻専修大学は石巻圏域の協力の下に開学したこともあり、石巻を拠点にした地球的な視点で地域の持続的な

発展 に貢献していく。

zoivosi2a

復興 共生プ ロジェク トのイ メー ジ

微災地の最前線で活動する石巻専修大学が地域復輿のセンターとなり、地域とともに復輿を目指す

昌本的脅え方

O纏 災端域の防災と霞輿に蘭わる事粟壱行い、これ壱通じて石O聯 修大掌の研究と教育の窩度化を図る

O雲 纏があるプロジエクトや震災復1日●遷事繋からスタートし、中長潮的視点で勇展させる
O麗 史や文化の背景を組ったコミュニティの復貝と、復轟壱担う人材の宵鷹を目摺す

O学 内に装同観擁拠点壱霞置し、学外観霧奢・臼治体・企禦・端域●僚賓等が●目する鈍同観鳴プロジニクトとして宴態
O各7ロ ジェクト潮周は5隼以内を蓄本とし.ニーズに庫じて纏纏的に見直し
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平成23年8月 石巻専修大学

③その他

・石巻専修大学が被災地域にあることで、石巻圏域の長期的な復興 ・復旧に繋がる活動(研 究 ・ゼミの活動が被災地で

あること、学生が地域活動に参加)の 発信源となる。

(7)外 部機関との連携協力

・専修大学校友会愛知県支部との連携協力による被災地教育機関への復興 ・復旧支援体制の構築

・国際生命科学研究機構との連携協力による被災地教育機関への大規模食品支援体制の構築

(8)そ の他

・4/2～4/22「こどもの絵本の庭(臨 時絵本図書館)」を開催 二本学に避難している児童に対して、大学図書館所蔵の絵

本閲覧 ・読み聞かせを行った。(企画:石 巻専修大学教育会教科研究部会)

・5/11石巻専修大学の学生によるボランティア活動の説明会(大 学生がボランティアに携わる事の重要性を示唆 ・子供

支援や市内清掃等)を 開催:30人 が参加

・5/12教職員を対象としたセミナー 「震災後の学生支援について」(震災後の授業再開にあたり、学生に対する接し方、

注意事項等の具体的な対応)を 開催:約100人 が参加

・6/24大阪青年会議所から搬送された支援物資を石巻地区の幼稚園 ・保育所、小 ・中・高校に届けた:20人 が協力

・7/17吹奏楽研究会(シ ンフォニック ・ウインド・オーケストラ)が 避難所となっている稲井公民館で慰問コンサー ト

を開催:15人 が参加

・大阪青年会議所と石巻地域の教育機関の支援を行う 「合意書」を締結

・ドイツ連邦共和国ニーダーザクセン州ヴォルフスブルク市他との連携協力による被災地教育機関への復興 ・復旧支援

体制の構築

・震災前からの連携の状況 ・協力体制を継続、要望に応じた協力体制の構築
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復興大学構想

沢 田康 次

東北工業大学学長

学都仙台コンソーシアム運営委員長

シンポジウム

「東 日本大震災を超えて:大 学のなすべきこと、できること」

日本私立大学団体連合会主催

H23年8月2日

於:東 北学院大学

学生の叫び1(5月 中旬)

「命があるからと言って被災していな

いと思はないでください。

目の前で愛する人が流された気持分

かりますか」
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学生の叫び2(5月 下旬)

「実家が被災しました。被害地の中心

にある大学として被災地に何ができる

か学生に示されていない。

他の大学でや られていることが本学で

や られていない。残念 というより悔しい

of

学生の声3(6月 中旬)

「被 災地 にある工業大学が地域 に

できることはないだろうか?

直接復興にかかわるであろう我々

が復興について考えなくてはいけ

ないのではないか?

復 興 についての授 業 があってもよ

いと思 う。」
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東北工業大学 「地域復興のための共同プロジェクト」

工学 部;E:知 能エレクトロニクス学科 、A:建 築学 科、Cl都 市マネジメント学科 、

K:環 境情 報工 学科

ライフデザ イン学部:CD:ク リエティブデザ イン学 科、SD:安 全安 心生活 デザイン学科 、

MC:経 営コミュニケーション学

共:共 通教 育センター 、 情:情 報センター

復興大学構想
仙台学長会議

学都仙台コンソーシアム

「復興のための人材育成システム」

被災地の復興には10年 の年限が必要。このためには復興のた

めの人材育成が大切であるが、残念ながら「復興会議」ではあま

りこのことが理解されていなかった。

被災地の大学が力を合わせて、被災地の復興のみならず、やが

て 日本再生に貢献できるリーダーとなる人材を生み出せる教育

システムを設置する構想が必要。

災害時のように答えのない問題に即応できる現場に強い人物は、

グローバル化時代 において 日本再生に不可欠な人材となる。
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復興大学(仮)の キーポイ ン ト

A.教 育 内容

講義科 目だけ揃えればよいというものではない。

目的実現のための教育を行 うコア科 目が必要。

1)復 興人材コースの入門講義

○ この災害の意味するところ。

○地域、東北地方、 日本国家が被ったダメージ と将来

ビジ ョン

○組織の再構築と求め られ る人物像

2)被 災地現場実習

○専門学科の研修の一・部で もよいし、全部で もよい。

単位数?

3)コ ア科 目

○復興の実際 と将来へのビジョンを討論するセ ミナー

のほか必修科 目を20単 位(?)程 度設定する。

B.教 育 制 度

現在の設置基準の範囲内で各大学により通常課程

復興大学課程 の組み合わせが可能
と

A)

B)

C)
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C.奨 学 生制度

モ ー テ イベー シ ョンを上 げ る。

(仮 に年 間50名 を2年 間授 業 料 を半額 免除

した場 合 、年 間60万x100=6千 万)

D.コ ース修 了者 の必要性

国 ・地方 自治体に必要な人材を提供できる。

本来、このコースを習得した学生は

企業にとっても魅力的な素養を身に

つけるので、グローバル化時代の企業にも

有用である。

私立大学 と国立大学のミツション

私立大学は地域の発展と密接な関係を持つ運命共同体であ り、

地域 の発展に貢献す るミッションを持つ。

個々の私立大学はそれぞれ特徴ある理念を掲げ、具体的に地

域社会 と連携するが、個々の発信力は特徴的 ・限定的である。

国立大学は、国の発展が各地域の発展の上に成立することを

理解 し、コンソーシアムや学長会議など大学間連携組織 の位

置づけが強化されるまでは、所在する地域の連携組織 の努 力

と貢献を理解 し、総括 して国へ伝達するミッションを持つ。

資料
「21世紀社会の持続的発展を支える私立大学」
一 「教育立国」 日本の再構築のために一

H23.6日 本私立大学団体連合会



淘汰と進化

大 自然災害は淘汰圧を高める。

2億3000年 前か ら生存 した恐竜が、6500万 年 前に

突然絶滅 し、鳥類 に進化 した可能性が検 討 されて いる。

組織の進化論も同様で、大自然災害により既存の枠組

みが外れた時、少しの差が将来の大きな差となる。
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「被災学生の支援と、学生ボランティア活動の輪」

桜の聖母短期大学

橋谷田 恵子

震災直後の状況

・ 卒業式の リハーサル終了直後 に被災

・ 学校の建物は無事 電気と水道は使える状態

・ 学生約130名 と教職員22名 が学校 に泊まる

・ 食物栄養専攻 の学生がおにぎ りの炊き出し

・ 災害時優先電話 ・一斉メールの活用

・ 学生の動向調査に出席カー ドを利用

震災後の学生支援

・ 学生の安否確認

・ 津波による犠牲者

・ 避難所の学生への支援

・ 授業料免除制度

・ 外部団体の奨学金の周知 ・事務手続き

・ 被災学生への物品支援プロジェク ト

・ 被災学生の心のケア

学生ボランティア

・ ～繋がろう～桜色smileプ ロジェク ト

学生が ボ ランテ ィアプ ロジェク トを立ち上げ

・ 避難所な どでのボランティア

「がんばっぺ体操」

「ハ ッピーナッツクッキー」

「肩たたき」

「古本を避難所に届けよう」

・ 福島復興支援学生ネッ トワーク

県内高等教育機関の学生が復興後押 し

全国の学生ボランティアの窓口

学内にマネジメン トチーム設立

桜の聖母里親制度(東 日本大震災 ともしび会)

・ 本学 院設 立の原点 に立ち返 る

・ 震災孤児の教育を支援(授 業料全額免除)

・ 里親には月額8万 円の資金援助

・ 年 間一 口5 ,000円 の寄 付金 募集中

・ 長期 的な支援 を希望

・ 里親の申し出はすでにある

・ 里子の希望者は現段階ではいない
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◆ 講 師 プロフィール集 ◆

基調講演 清家 篤

(日本私立大学団体連合会会長、慶慮義塾塾長)

特別 講演1星 宮 望 氏

(東北学院大学学長、仙台学長会議代表)

特別 講演H渡 辺 静吉 氏

(宮城県商工会議所連合会副会長、

株式会社仙台ビルディング代表取締役社長)

パ ネルァ ィスカ ッシ ョン

コーディネータ 白井 克彦 氏

(早稲田大学学事顧問、放送大学学園理事長)

パネ リス ト 坂 田 隆 氏(石 巻専修大学学長)

パネ リス ト 沢田 康次 氏(東 北工業大学学長)

事 例 発 表 橋谷 田恵子 氏(桜 の聖母短期大学教学部)
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清家 篤(せ いけ あつ し)

慶磨義塾大学商学部教授、慶鷹義塾長。博士(商 学)。 専攻 は労働経済学。

1978年 、慶磨義塾大学経済学部卒業、同大学大学院商学研究科博士課程修 了、同大学商

学部助教授を経て、1992年 より同教授。2007年 よ り商学部長、2009年 よ り慶磨義塾長。

この間、カ リフォルニア大学客員研究員、ラン ド研究所研究員、 日本労働研究機構特別

研 究員、経済企画庁経済研究所客員主任研 究官等を歴任。

現在、日本私立大学連盟会長、日本私立大学団体連合会会長、全私学連合代表(協 議会

議長)、 労働政策審議会委員 ・同労働力需給制度部会長 ・同雇用保険部会長 ・同

若年労働者部会長 ・同点検評価部会長(厚 生労働省)、 今後の高齢社会対策の在

り方等に関する検討会座長(内 閣府)、 新成長戦略実現会議委員(内 閣官房)、

社会保障改革に関する集中検討会議幹事委員(内 閣官房)、 東日本大震災復興構想会

議委員(内 閣官房)な どを兼務。

主な著作に 『60歳 か らの仕事』(共 著)講 ・談社(2009年)、r高 齢者 の働 きか た 』

(編著)ミ ネ ル ヴ ァ書房(2009年)、rエ イジフリー社会 を生きる』NTT出 版(2006

年)、 『高 齢 者就 業 の経済 学 』(共 著)日 本 経済 新 聞社(2004年 、2005年 の 第

48回 日経 ・経 済 図書 文化 賞受 賞)、r生 涯 現 役社 会 をめざ して 』 日本 放 送出 版

協 会(2003年)、 『勝者 の代 償 』(訳)東 洋経 済新 報社(2002年)、r労 働経

済 』東洋経済新報社(2002年)、 『生涯現役社会の条件』中公新書(1998年)、r人

事 と組織 の経済学 』(共 訳)日 本経済新聞社(1998年)、 『高齢化社会の労働市場』

東洋経済新報社(1993年 、1994年 の第17回 労働関係図書優秀賞)、 『高齢者の労働

経済学』(1992年 、1992年 の義塾賞、1993年 の沖永賞)日 本経済新聞社、な どがあ

る。
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略 歴 書

氏 名 聾 ゜

現 職 学校法人 東北学院学院長、東北学院大学学長

最終学歴 昭和39年3月

昭和41年3月

昭和44年3月

東北大学工学部電子工学科卒業

東北大学大学院工学研究科電子工学専攻修士課程修了

東北大学大学院工学研究科電子工学専攻博士課程修了

(工学博士)

専 攻 生体電子工学

略 歴

昭和16(1941)年2月8日 神奈川県横須賀市 に生まれる。東北学院中学 ・

高等学校卒業。東北大学大学院工学研 究科電子工学専攻博士課程修 了。工学

博士。北海道大学教授、東北大学教授、東北大学副総長な どを歴任 し、平成

16年3月 東北大学を定年退官 、同年4月 よ り東北学院大学長 に就任。 東北

大学名誉教授。平成19年4月 よ り学校法人東北学院学院長 に就任。

専門は生体電子 工学、IEEELifeFellow。

主 著

星 宮 望:「 生体 電 子 計測(韓 国語 翻 訳 版)」

良 書閣(韓 国)[単 著]

〈参 考 〉[原 著]「 生体 電子 計測 」,pp1--131

pp1-216(2004.8)

(1997.7)森 北 出版[単 著]
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履 歴 圭
目

わ た なべ せ い きち

渡 辺 静 吉

昭 和23年1月9日 生

出身地 宮城県仙台市

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

昭 和45年3月

昭 和45年4月

昭 和62年3月

平 成2年3月

平 成3年9月

平 成5年9,月

平 成5年11月

平 成7年3月

平 成7年6月

平 成9年6月

平 成10年6月

平 成12年6.月

平 成14年6.月

平 成17年6月

平 成18年6.月

平 成18年9月

東北学院大学経済学部卒業

株式会社七十七銀行入社

同行

同行

同行

同行

同行

同行

同行

同行

同行

同行

同行

同行

株式 会社 仙 台 ビルデ ィ ング

同社

検査部検査課長

鶴 ヶ谷支店長

事務管理部事務企画課長

事務管理部副部長兼事務企画課長

新電算セ ンター建築企画室長

人事部副部長

人事部長

取締役人事部長

取締役石巻支店長

取締役本店営業部長

常務取締役

専務取締役

顧問

代表取締役社長

(賞 罰)

(商 工 会 議 所 に お け る これ ま で の 役 職)

1平 成18年9月1号 議 員
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層 歴 書

(平成23年4月1日 現在)

ふ り が な しら い かつひこ

氏 名 白井 克彦

(昭和14年9月24臼 生)

学 歴 昭和38年3月

昭和40年3月

昭和43年3月

職 歴 昭和40年4月

43年4月

45年4月

50年4月

57年4月

平成4年9月

6年11月

10年1t月

14年11月

22年11月

23年4月

早稲田大学第一理工学部卒業

早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了

早稲田大学大学院理工学研究科博士課程単位取得満期

退学

早稲田大学第一理工学部助手

〃 理工学部専任講師

〃 助教授

〃 教授

〃 教務事務システム開発準備室長

〃 理工学部教務主任

〃 教務部長兼国際交流センター所長

〃 ・常任理事

〃 総長(理 事長 ・学長)

〃 学事顧問

放送大学学園理事長就任(現 在に至る)

32



さか た

氏 名 坂 田

たかし

隆

生年月日 昭和26年3月22日

学 歴 昭和53年3月 東北大学大学院農学研究科
博士後期課程 修了

学 位 昭和53年3月 農学博士(東 北大学)

経 歴 昭和53年9月

昭和55年4月

昭和56年4月

昭和62年4月

昭和63年5月

昭和63年8月

平成 元年4月

平成8年4月

平成17年4月

平成19年4月

学会及び社会における活動等

ホーエンハイム大学(ド イッ)動 物生理学教室研究員

ハノーバー獣医大学(ド イッ)生 理学教室研究員

株式会社ヤクル ト本社中央研究所研究員 至 昭和63年5月

在外研究員(ド イッ連邦共和国学術交流会(DAAD)招 待研究者:
ハノーバー獣医大学生理学教室)

在外研究員(フ ランス共和国農業総合研究機構(INRA)招 待研究

者:INRAジ ュイ ・アン ・ジョザ研究センター)

学校法人専修大学入職(石 巻専修大学設置事務局)

石巻専修大学理工学部 助教授

同 教授

同 理工学部長

学校法人専修大学評議員

石巻専修大学 学長

学校法人専修大学理事 ・評議員

至 平成8年3月

現在に至る

至 平成19年3月

至 平成19年3月

現在 に至る

現在に至る

日本栄養食糧学 会評議 員、HindgutClubChairman、 日本食物繊維学 会幹事 ・

理事 ・評議員 、社 団法 人菓子 ・食品新素材研究セ ンター学術委員 、文部科学省科

学技術 動向研究 セ ンター専 門調査員、国際生命科学研究機構理事

日本 畜産学会奨 励賞受賞 、VahounyMedal受 賞

専門分野 比較栄養生理学

講義科目 生理学 、比較栄養生理学特論、比較栄養学特論(大 学院)

論 文

著 書

・Influencesofprobioticbacteriaonorganicacidproductionbypigcaecalbacteria

invitro.ProcNutrSoc(62(1):i3-80,2003年)

・Dose-dependentstimulatoryandinhibitoryeffectsofluminalandserosal

n-butyricacidonepithelialcellproliferationofpigdistalcolonicmucosa.JNutr

SciVitamino1(51(3):156-160,2005年)

・Isglycemicindexoffoodafeasiblepredictorofappetite
,hungerand

satiety?JNSV(55,201-207,2009年)

・果 糖 と 脂 質 代 謝 特 に 肥 満 と の 関 係 を 中 心 に し て
、 日 本 食 品 新 素 材 研 究 会 誌(12(2),

49-55,2009年)

・科 学 の事 典 第3版 、岩 波 書店(共 著517-528,1985年)
・砂 漠 の ラク ダは なぜ太 陽 に向 くか?講}談 社(単 著 、1991年)

他75編

・Physiologicalandclinicalaspectsofshort -chainfattyacids .CambridgeUniver一

sityPress(共 同 編 集 ・共 著 、xix-xx,289-306,1995年)

・消 化 ・吸 収 一基 礎 と臨 床 一
、 第 一 出 版(共 著145-161,2002年)

・BiologyoftheIntestineinGrowingAnimals .ElsevierScienceB.V(共 著221-233,

2002年)
・日本 人 の食 事 摂取 基準 を改 定す るた めのエ ビデ ンスの構 築 に関す る研 究 一微 量栄 養

素 と多量 栄 養素 摂 取量 のバ ラ ンス の解 明 平成19年 度 総 括 ・分 担研 究報 告 書、

厚 生 労働 省(共 著242-254、2009年)他20冊

以 上
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沢田康次(さ わだ やすじ)

学歴

東京大学工学部応用物理学科卒業

ペンシルバニア大学物理学科博士課程修了PhD

職歴

ペンシルバニア大学理学部、

大阪大学理学部講師、

東北大学電気通信研究所教授所長

東北工業大学教授学長

所属学会

日本物理学会、電子情報通信学会、計測 自動制御 自動学会、日本神経回路学会 、日本発生

生物学会

学協会社会活動

文部省所轄並びに国立大学附置研究研究所長会議会長(1999-2000)、 科学技術振興機構さ

きがけ研究「協調と制御」領域研究総括(2000-2006)、 財団法人三菱財団 自然科学部門選考

委員(2000-2005)、 文部科学省「仙台地域知的クラスター創生事業」研究統 括(2002-2007)

学都仙台コンソーシアム運営委員長(2010一

評価委員

京都大学(基 礎物理学研究所、情報学研究科)、大阪大学(基 礎工学研究科)、東北大学(工 学

研究科、情報科学研究科)、北海道大学(電 子科学研究所)な ど

受賞

学術功労勲章(フランス国政府)1999年 受賞

大川出版賞1994年 受賞

国際高等研究所フェロー

現在 の研究テーマ:

主体性の数理脳科学
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橋谷 田恵子(は しやだ けいこ)

桜 の聖母短期大学 教学係長

山形県出身。昭和53年 桜 の聖母短期大学英語学科卒業。

昭和53年4月 よ り桜 の聖母短期大学勤務。今年で勤続33年 目。

理事長 ・学長秘 書 入試広報 生涯学習セ ンター等での勤務の後、平成20年7月 よ り現

職 の教学係長。学生へのワンス トップサー ビスを目指 し、教務か ら学生生活 まで、学生に

かかわ るすべての業務を担当する。
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